
現
状
認
識：

リ
ー
ダ
ー
国
不
在
に
よ
り

混
迷
を
増
す
世
界

米
国
の
国
際
政
治
学
者
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
グ
ル
ー

プ
社
長
の
イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
氏
は
、
２
０
１
１
年
、

「
リ
ー
ダ
ー
国
不
在
の
混
迷
」を
意
味
す
る「
Ｇ
ゼ
ロ
」

の
世
界
と
い
う
概
念
を
発
表
、
時
代
を
看
破
し
た
。

事
実
、
米
中
覇
権
争
い
や
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
、

北
朝
鮮
に
よ
る
相
次
ぐ
ミ
サ
イ
ル
実
験
、
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
を
め
ぐ
る
緊
張
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
も
明
白
な

よ
う
に
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
は
こ
れ
ま

で
に
な
く
不
確
実
性
、
不
透
明
性
を
増
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
先
行
き
不
透
明
感
は
政
治
、
経
済
、

安
全
保
障
、
技
術
な
ど
多
方
面
に
広
が
る
の
み
な
ら

ず
、
お
の
お
の
が
密
接
に
絡
み
合
い
複
雑
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
。
加
え
て
、
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど

る
気
候
変
動
問
題
も
、
国
民
の
生
命
や
財
産
を
脅
か

し
、
食
料
や
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
の
あ
り
方

に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
意
味
で
、
紛
れ
も

な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
国
際
環
境
を
的
確
に
分
析
し
、

わ
が
国
が
取
る
べ
き
針
路
を
導
き
出
す
た
め
に
は
、

地
政
学（geo-politics

）は
も
と
よ
り
、地
経
学（geo-
econom

ics

）や
技
術
的
側
面
か
ら
の
地
政
学（geo-
technology

）等
の
観
点
も
組
み
合
わ
せ
た
、
戦
略

的
な
思
考
が
不
可
欠
で
あ
る
。
経
団
連
が
昨
年
５
月
、

「
経
済
外
交
委
員
会
」
を
「
外
交
委
員
会
」
へ
と
改

称
し
、
政
府
関
係
者
や
国
内
外
の
有
識
者
等
と
の
政

策
対
話
を
意
識
的
に
深
め
て
い
る
の
も
、
ま
さ
に
こ

の
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。

課
題
に
対
す
る
方
向
性：

「
Ｇ
ゼ
ロ
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
」に
お
け
る

共
同
議
長
発
言
を
中
心
に

以
上
の
現
状
認
識
を
踏
ま
え
、
経
団
連
で
は
昨
年

１１
月
１８
日
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
グ
ル
ー
プ
が
主
催
し
た

「
Ｇ
ゼ
ロ
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
」
を
後
援
し
、
中
西

宏
明
会
長
が
ブ
レ
マ
ー
社
長
と
と
も
に
共
同
議
長
を

務
め
た
。
国
内
外
か
ら
政
府
や
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
な

ど
約
６
０
０
名
が
参
加
し
、
長
時
間
熱
の
こ
も
っ
た

議
論
が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
中
西
会
長
は
「
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
各
国

官
民
と
の
協
力
を
推
進
す
べ
き
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
力
強
く
発
信
し
た
。
も
と
よ
り
、
日
本
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包

括
的
お
よ
び
先
進
的
な
協
定
）や
日
Ｅ
Ｕ
Ｅ
Ｐ
Ａ

（
経
済
連
携
協
定
）の
締
結
を
リ
ー
ド
し
、
現
在
は
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ（
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
）の
実
現

を
働
き
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
も
、

安
倍
晋
三
総
理
大
臣
が
提
唱
す
る
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ（D

ata
F
ree
F
low

w
ith
T
rust：

信
頼
性
の
あ
る
自
由

な
デ
ー
タ
流
通
）を
推
進
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
中
西
会
長
は
、
憲
政
史
上
最
長

と
な
る
長
期
安
定
政
権
の
も
と
、
緩
や
か
な
が
ら
も

安
定
し
た
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
て
い
る
日
本
と
し

て
、「
地
球
規
模
課
題
の
解
決
や
自
由
で
開
か
れ
た

貿
易
の
実
現
に
向
け
、
よ
り
大
き
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
や
責
任
を
担
う
必
要
が
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
、

リ
ー
ダ
ー
国
不
在
の
混
迷
の
Ｇ
ゼ
ロ
時
代
に

日
本
が
果
た
す
役
割

―
―

ユ
ー
ラ
シ
ア
・
グ
ル
ー
プ
主
催
「
Ｇ
ゼ
ロ
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
」
を
振
り
返
っ
て
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経
済
界
と
し
て
も
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

と
の
決
意
を
表
明
し
た
。

基
調
講
演
に
登
壇
し
た
ブ
レ
マ
ー
氏
に
よ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
大
宗
を
な
し
た
の
も
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
発
揮
へ
の
期
待
で
あ
っ
た
。
ブ
レ
マ
ー
氏
は
、

「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」（
米
国
主
導
の
国
際

秩
序
）が
終
わ
り
を
告
げ
、
世
界
は
「
地
政
学
的
リ

セ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
国
際
的
な
シ
ス
テ
ム
の
機
能
や
各

国
の
関
係
が
悪
化
す
る
悪
循
環
に
突
入
し
た
、
と
の

見
方
を
示
し
た
。
ま
た
、
米
中
の
経
済
的
相
互
依
存

は
持
続
す
る
と
し
つ
つ
も
、
技
術
分
野
に
関
し
て
米

中
は
冷
戦
構
造
に
あ
り
、
世
界
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

ブ
レ
マ
ー
氏
は
ま
た
、
日
本
は
最
も
健
全
な
先
進

民
主
主
義
国
家
で
あ
り
、
最
も
公
平
か
つ
平
等
な
社

会
を
維
持
し
て
い
る
と
位
置
付
け
た
う
え
で
、�So-

ciety
5.0

の
実
現
を
通
じ
た
、
世
界
経
済
の
持
続
可

能
な
成
長
へ
の
貢
献
、
�
分
野
に
応
じ
た
米
中
間
の

協
調
の
促
進
と
対
立
の
緩
和
、
�
各
国
間
の
調
整
と

国
際
機
関
の
強
化
を
通
じ
た
、ル
ー
ル
に
基
づ
く
自
由

で
開
か
れ
た
国
際
経
済
秩
序
の
構
築
、
�
デ
ジ
タ
ル

空
間
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
構
築
、

�
革
新
的
技
術
を
通
じ
た
人
々
の
生
活
の
質
の
向
上
、

の
５
つ
の
領
域
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
世
界
で
発
揮
し
て
ほ
し
い
、
と
希
求
し
た
。

日
本
が
発
信
す
る
世
界
へ
の
教
訓：

パ
ネ
ル
討
議
に
お
け
る
意
見
を
中
心
に

中
西
・
ブ
レ
マ
ー
両
共
同
議
長
の
発
言
を
踏
ま
え

行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
討
議
で
も
、
日
本
が
果
た
す
べ
き

役
割
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
具

体
的
に
は
、「
社
会
的
な
団
結
を
活
か
し
、
日
本
な

ら
で
は
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
発
信
す
べ
き
」「
ア
ジ

ア
太
平
洋
と
日
米
関
係
を
安
定
化
さ
せ
つ
つ
、『
ル

ー
ル
メ
ー
カ
ー
』

は
難
し
く
と
も

『
ル
ー
ル
シ
ェ
イ

パ
ー
』
と
し
て
ル

ー
ル
形
成
の
一
翼

を
担
う
こ
と
が
肝

要
」
と
い
っ
た
意

見
が
聞
か
れ
た
。

他
方
、
ブ
レ
マ

ー
氏
が
「
米
中
冷

戦
構
造
」
に
あ
る

と
描
写
し
た
技
術

に
関
し
て
は
、「
欧

米
の
民
主
主
義
の

国
々
よ
り
も
独
裁
主
義
体
制
の
国
々
を
利
す
る
」
傾

向
に
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
日
本
は

米
欧
と
と
も
に
、
技
術
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
ル

ー
ル
形
成
を
リ
ー
ド
す
べ
き
」
と
の
期
待
も
寄
せ
ら

れ
た
。

Ｇ
ゼ
ロ
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
の
成
果：

経
団
連
の
今
後
の
取
り
組
み

世
界
情
勢
が
ま
す
ま
す
不
確
実
性
や
不
透
明
性
を

高
め
る
Ｇ
ゼ
ロ
世
界
に
あ
っ
て
、
中
西
会
長
と
ブ
レ

マ
ー
氏
が
手
を
携
え
、
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
国
内
外

に
発
信
で
き
た
意
義
は
大
き
い
。
ま
た
、
国
際
情
勢

を
分
析
す
る
と
い
う
意
味
で
、
今
次
サ
ミ
ッ
ト
は
、

第
一
線
で
活
躍
す
る
国
内
外
の
有
識
者
や
政
府
関
係

者
等
に
よ
る
多
様
な
見
解
を
把
握
す
る
、
ま
た
と
な

い
好
機
と
も
な
っ
た
。

ブ
レ
マ
ー
氏
が
上
に
示
し
た
５
領
域
は
い
ず
れ
も
、

例
え
ば
Ｂ
２０
東
京
サ
ミ
ッ
ト（
２
０
１
９
年
３
月
１４

〜
１５
日
）等
を
通
じ
て
経
団
連
が
世
界
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
国
連
を
含
む
国
際
機
関
や
各
国
政
府
・

経
済
界
等
、
関
係
方
面
に
そ
の
実
現
を
働
き
か
け
て

き
た
政
策
課
題
で
あ
る
。
Ｇ
ゼ
ロ
世
界
の
真
空
を
埋

め
ら
れ
る
か
否
か
は
、
い
か
に
緊
密
な
政
策
協
調
を

通
じ
て
世
界
経
済
が
安
定
的
・
持
続
的
な
発
展
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

経
団
連
と
し
て
は
今
後
と
も
、
各
種
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
Ｂ
２０
、
Ｂ
７
等
の
場
も
戦
略
的
に
活
用
し
つ

つ
、
経
済
と
政
治
・
安
全
保
障
を
一
体
的
に
と
ら
え

た
外
交
を
展
開
し
て
い
く
。

（
国
際
経
済
本
部
）
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